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1 概要                                 

1.1 時間･開催場所 

時間： 2017 年 10 月 23 日（月）  9：00～17：00 

          2017 年 10 月 24 日（火）  9：00～14：00 

    場所： 東京 国立研究開発法人科学技術振興機構 東京別館 4 階 H 会議室  

  
1.2 内容 

今回の共催ワークショップでは、主要国として EU、米国、英国、ドイツ、フランス、イス

ラエル、中国、韓国、日本を選定した。各国のスタートアップ支援に関する政策の取り組み

について、日中双方のメンバーがそれぞれの調査結果を発表・議論を行った。特に米国と英

国については、日中双方がそれぞれ異なる見方による議論となった。 

 

1.3 参加者 

 今回のワークショップの主な参加者は以下の通りである。通訳（日本語⇔中国語）は秦フ

ェロー、周フェローが担当し、会議の速記は日本側の担当者が行った。 
○日本側 
･JST/CRDS（8 名） 

     研究開発戦略センター センター長代理   倉持隆雄 
（兼 海外動向ユニット  上席フェロー）   

     海外動向ユニット   上席フェロー    林 幸秀 
     海外動向ユニット     フェロー    峯畑昌道 

海外動向ユニット     フェロー    冨田英美 
     海外動向ユニット     フェロー    澤田朋子 
     海外動向ユニット     フェロー    津田憂子 

海外動向ユニット     フェロー    八木岡しおり 
     海外動向ユニット     フェロー    周 少丹 
 ･JST 中国総合研究交流センター（1 名） 
                  フェロー     秦 舟 
 ○中国側 

･中国科学技術信息研究所（ISTIC）側（5 名） 
     戦略研究センター      主 任     程 如煙 
     戦略研究センター     研究員     趙 俊傑 
     戦略研究センター     研究員     烏雲其其格 
     戦略研究センター     副研究員    王 玲 
     戦略研究センター      副研究員    高 芳 
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1.4 発表の議題 

 
10 月 23 日（月） 

9：30- 9：50 開会挨拶 程主任・倉持センター長代理 通訳：秦･周 
セッション１（米国･イスラエルのスタートアップ支援制度について）  司会：林上席 

9：50-10：50 趙俊傑 
（ISTIC） 

米国のスタートアップ支援制度 
（発表 40 分） 

討議 20 分  

10：50-11：50 冨田英美 
（CRDS） 

米国のスタートアップ支援制度 
（発表 40 分） 

討議 20 分  

11：50-12：50 峯畑昌道 
（CRDS） 

イスラエルのスタートアップ支援制度 
（発表 40 分）    

討議 20 分 
 

休憩 
セッション 2（英国のスタートアップ支援制度について）        司会：林上席 
13：10-14：10  津田憂子 

（CRDS） 
英国のスタートアップ支援制度 

（発表 40 分） 
討議 20 分 

14：10-15：10 高 芳 
（ISTIC） 

英国のスタートアップ支援制度 
（発表 40 分） 

討議 20 分 

休憩 
セッション 3（フランス、EU のスタートアップ支援制度について）   司会：程主任 
15：30-16：30 八木岡しおり 

（CRDS） 
フランスのスタートアップ支援制度 

（発表 40 分） 
討議 20 分 

16：30-17：30 烏雲其其格 
（ISTIC） 

EU のスタートアップ支援制度 
（発表 40 分） 

討議 20 分 

休憩  
17：30-17：50            全体に関する討議  
 
10 月 24 日（火） 
セッション 4（ドイツ、韓国のスタートアップ支援制度について）    司会：林上席 
10：00-11：00 澤田朋子 

（CRDS） 
ドイツのスタートアップ支援制度 

（発表 40 分） 
討議 20 分  

11：00-12：00 王 玲 
（ISTIC） 

韓国のスタートアップ支援制度 
（発表 40 分） 

討議 20 分  

休憩 
セッション 5（中国、日本のスタートアップ支援制度について）     司会：程主任）

12：20-13：20 程如煙 
（ISTIC） 

中国のスタートアップ支援制度 
（発表 40 分） 

討議 20 分 

13：20-14：20 
 

周少丹 
（CRDS） 

日本のスタートアップ支援制度 
（発表 40 分） 

討議 20 分 

14：20-14：40 全体の討議･閉会の挨拶 程主任・林上席・倉持センター長代理 
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2 発表･質疑応答 

2.1 開会挨拶 

2.1.1   倉持センター長代理 

ISTIC の皆様、東京へようこそおいで頂きました。CRDS と ISTIC の交流においては、毎年

着実に実績を積み上げてきていると存じます。私は幸いに先月 ISTIC を訪問し、趙書記とお

目にかかり、両機関の交流の大切さを再確認いたしました。今回で 7回目になります共催ワ

ークショップのテーマは「主要国のスタートアップ支援制度」と、とてもタイムリーなもの

となっていると思います。世界の科学技術イノベーションを巡る環境は非常に大きく変化

しています。私は先週開催された国連の会議でニューヨークに行ってきました。そこで世界

のビジネス環境、研究開発環境の急速な変化を実感しました。スタートアップをめぐる環境

や状況は国によって大きく異なるので、その実体を捉えることはとても難しいと同時に、大

変重要であると思います。本日、ISTIC と CRDS 両機関それぞれの視点で調査された結果を

もとに、率直な意見交換をすることは、とても価値のあることだと思います。二日間のワー

クショップとなりますが、実りある意見交換ができること、そして夕刻には交流会で楽しく

交流ができることを期待して、私の挨拶とさせていただきます。 

 
2.1.2 程主任 

 この度は、本共催ワークショップにお招き頂き、ありがとうございます。まず、CRDS の

皆様にはワークショップの開催にあたり、用意周到な準備をしていただき、心から感謝致し

ます。CRDS-ISTIC 共催ワークショップは 2011 年にスタートし、今年で 7 回目を迎えまし

た。これまで、主要国のイノベーション政策、ファンディングシステム、次世代先進製造技

術、研究成果の橋渡し、研究環境などについて議論を展開しました。こうした議論を通じて、

主要国の科学技術動向について、より深い理解が進みました。今回のテーマである「主要国

のスタートアップ支援制度」は、今の時代においてとても重要な意味を持つと思っています。

近年、世界経済が伸び悩む中、スタートアップは各国の経済成長を促進し、質の高い雇用を

創出する手段の一つとなっています。関連研究によれば、スタートアップの活性度と国の生

産性向上との間には正の相関関係が見られています。多くのスタートアップの寿命は 5 年

未満ですが、5年以上経営し続けるスタートアップの雇用貢献度は産業界の平均水準を上回

っているようです。経済の成長と成果橋渡し期間の短縮はスタートアップの急成長と関連

しています。テスラ（2003 年創設）、Facebook（2004 年創設）及び中国の Mobike 社（2016

年創設）のようなイノベーティブな企業は、いずれも若い企業です。将来に向けた経済発展

には、スタートアップは不可欠な存在です。一方、周知の通り、スタートアップ業界におけ

る人材不足、技術不足、担保制度の不備などの課題も多く、各国政府は様々な対策を取って

いるようです。本ワークショップを通して、主要国のスタートアップ支援制度について、両

機関の間でより深い議論が出来たらと思います。 
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2.2 セッション１  米国･イスラエルのスタートアップ支援制度について 

2.2.1 趙 俊傑（ZHAO Junjie）  ISTIC 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表内容：米国のスタートアップ支援制度について 

以下の資料に基づいて、説明がなされた 
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Source：The SBIC Program in Brief 
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Source：The SBIC Program in Brief 

Source：The SBIC Program in Brief 
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Source：The SBIC Program in Brief 
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【質疑応答】 

 冨田 F1：p.11 にある SBA の Score プログラムについてご教示いただきたい。SBDC

については、ローン（融資）やビジネスについての助言にかかわる機関であるとい

う理解である。また、Score についても同様のプログラムも存在する。これらの違

いについて伺いたい。 

 趙研究員:まず、機関としてそれぞれ独立している。SBDC は大学内に設置され

るのが通例である。主に、融資についての取り組みが主流となる。Score につ

いては、コンサルティング的な取り組みを進めている。SBDC とは直接的な関

係性はない。Score はより企業と密接に関係し、OB（スタートアップ経験者？）

や有識者を利用して（アドバイスを受けるなど？）取り組みを進めている。 

 林上席：米国のスタートアップについて、法律・制度的について丁寧に調査されて

おり有益な調査報告である。これらの調査方法についてご教示頂きたい。コメント

について、何が制度の中で効果的であったのか、何が今後の調査が必要であるのか、

検討をすることが望ましいと考える。 

 趙研究員：重点化については、ご指摘のとおりである。今後の調査の検討要件

にしたい。 

 趙研究員：主に 3 点ある。CRDS のように現地調査はできないが、中国人研究

者による先行研究がある。そして、（各機関の）ウェブサイトからの情報収集、

また、科学技術部大使館（現地大使館）からの情報提供による。 

 林上席：発表資料の冒頭のデータ（p.4）であるが、数字は何を意味し、出典はど

こか？  

 趙研究員：まず、本スライドの数字については世界 60カ国程度のランキング

をさす。 

 林上席：中国や日本の順位が記載されているとより比較として有益であると考え

る。 

 趙研究員：出典は米国、英国が中心である。 

 周 F：創業コンテストについてお伺いしたい。 

 趙研究員：MIT は創業コンテストをしているが、米国の有名企業はこれらのコ

ンテストから発生している。 

 

 

 

 

 

                                                      
1 F はフェローの略、以下同。 
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2.2.2 冨田英美（TOMITA Amy） JST/CRDS 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

発表内容： 

以下の資料に基づいて、説明がなされた。 
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【質疑応答】 

 程主任：まず、第一印象として、冨田 Fと趙研究員による米国の報告は、冨田 Fの

報告はエコシステム、趙研究員の報告はマクロ政策の説明により包括的に理解が

進んだと考える。これらから理解できる点は、メンターや豊富な VC資金と経験豊

富な人材が米国において特徴的（良いスタートアップ環境）であると考える。米国

で大学発のスピンオフについてどこが最も成功しているか？ 

 冨田 F：MIT である。 

 王副研究員：I-Corps の応募用件についてはどうか？つまり、大学は教育と研究を

中心に行う任務があると考えるが、大学から研究者が流出すると問題ではない

か？ 

 冨田 F：大学において NSF からの基礎研究の支援を受けている・受けていた研

究者が支援対象となる。特にポスドクレベルの研究者が中心となり、アカデミ

ア・ビジネス界からのメンターをそれぞれ備えてプロジェクトチームを組む

必要がある。流出について、基本的にはポスドクが中心のとりくみであるため、

いずれ大学を出るという前提で進めるため、大学における問題は大きくない

と考える。大学において取り決めは異なり、ある大学では、サバティカル期間

にこのような起業活動に参加することも可能である。 

 趙研究員：エコシステムにおいて人材に注目した分析はあるか？ 

 冨田 F:スタートアップについては、シリアルアントレプレナー（連続起業家）

の存在が大きいと考える。これらの人材が大学へ戻ったり、メンターとなった

り、人と資金の還流が米国においては重要（強み）であると考える。 

 趙研究員：エコシステムのソフトの部分とハード（資金・インフラ）の部分がある

と考えられるが、産業界の存在も重要ではないか。 

 冨田 F：ご指摘のとおりであり、どの要素が欠けてもエコシステムが成り立た

ないと考える。各要素が重層的に関連していると考える。 

 林上席：最後のスライド、まとめであるが、要素が足りない印象を受ける。制度、

セイーフティネットなどの結論のみで米国の強みを説明することでは足りないと

考える。趙研究員の指摘のように人材に着目する必要があるのではないか？起業

のリスクについてはどうか、キャリアのリスクは他国と比べてどうか？ 

 冨田 F：今後の調査の参考にする。人材の流動性について重点調査したい。要

所要所に起業経験者がいるため、これらの人材の流動性について、特に注目し

たい。 

 高副研究員：スタートアップのエコシステムについては、国レベル・地域レベルの

エコシステムは粒度が異なり、また、相互関連性もあると考える。用語の定義も必

要ではないか？ボストン・テキサスそれぞれの地域のエコシステムの特徴を示す
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情報を図解できるとよりよいのではないか？ 

 冨田 F：特にテキサスについては、情報が少ないため、シリコンバレー・ボス

トンなどと同程度の情報提供ができるように重点調査を進めたい。 

 王副研究員：中国も同様に研究者による起業も事例があるが、その反面、研究者が

産業界へ流出することで、学術研究における人材確保が難しくなるのではない

か？ 

 冨田 F:米国の場合は、学術関連の職がそもそも限られているので、むしろ人

材を有効活用して、大学へ還元することに主眼が置かれている印象を受ける。 
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2.2.3 峯畑昌道（MINEHATA Masamichi） JST/CRDS 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発表内容： 

以下の資料に基づいて、説明がなされた。 
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【質疑応答】 

 鳥雲研究員：スライド 4ページを見ると、政府 4割、海外は 6割となっている。こ

んなに戦争がよく起こる国でどうしてこういった多くの投資が海外から来るのか。

国から何か特別な保障があるのか。 

 峯畑 F：海外から投資がある理由はまさに戦争が関係している。戦争に必要な

サイバーセキュリティ、IT といった分野の研究開発および人材育成が積極的

に推進されている。こういった人材を獲得すべく、海外から多くの投資が来て

いるという理由がある。 

 峯畑 F：有事に際する政府からの保障については今のところ確認できていない。

文献で確認するかぎり、インテル社はイスラエル北部（よくミサイルが飛んで

くるところだが、IT 起業の集積地）に工場を置いており、戦争中でも業務を

遂行したという点が本国から高く評価されたという点が指摘されている。半

導体は拠点競争が激しい分野であり、その意味でイスラエルの拠点は維持さ

れたといえるだろう。 

 趙研究員：イスラエルはスタートアップの国。買収が多いため、イスラエルの自国

の産業が育たないという問題があるのではないか。 

 峯畑：スタートアップの 9割以上が買収される形でエグジットを迎える。イス

ラエルはベンチャー市場が盛り上がっているなか、イスラエルの中でどうや
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って雇用を創出していくのかが次の課題という声もある。 

 趙研究員：スタートアップというのはイスラエル人にとっては M&A は当たり

前で、国の規制がまったくないため、結局企業は買収されてどんどんと外に出

ていってしまうということか。 

 峯畑：今後変化するかもしれない事例として、Mobileye が挙げられている。

同社は依然として研究開発の拠点をイスラエルに残している。ただ、この事例

は一般的ではない（大方の企業は出て行ってしまう）。 

 高研究員：この Mobileye について、科技部の副大臣が現地に赴き視察していたと

いう背景がある。チップとシステムにおいて高い評価がなされていると聞いてい

る。自動運転に関しては、一般的にはセンサーの技術を考えているが、Mobileye は

画像処理という点でユニークであり、インテルに買収された理由もそうであろう。

問題としては、大学に利益還元は少ないけれどもあると思うが、どの程度のものか。 

 峯畑:Mobileye で言えば、上場する前の段階で、会社のシェア（株式）の一部

を大学に譲渡することとなった。Mobileye が上場した際に、大学側は所持の

株式を売却したため、その後の大きな利益を得ていない。あまり厳しく設定し

てしまうと、研究者が逃げてしまうという懸念が大学側にあった。 

 林上席 F：日本だと産業化して、国民の雇用、経済発展につなげるという考え方が、

一般的だがそういう考えは、イスラエルでは望めないということであろう。スター

トアップそのものが産業であり、この株式を次のリターンとしてみなしている。ス

タートアップ育成の制度の面では中国や日本にとって示唆があるかもしれないが、

その後の段階ではあまり参考にならないかもしれない。2ページ目の外国からの研

究開発配分だが、中国の割合はどうか。 

 峯畑:近年の急速な伸びの原因は中国にある。2016 年のイスラエル発のスター

トアップ買収で最も存在感の大きかったのは中国であった。確実に言えるこ

とは、伸び率が一番大きいのは中国である。実際の買収額が米国と中国どちら

が多いかについては確認する必要がある。 

 趙研究員：中国は常州市（江蘇省）に特別センターを設け、イスラエルへの投

資を行い、逆に優秀な研究員を中国に招聘するといった政策をとっている。 

 王研究員：Mobileye は個別の事例か、或いは、ほかにもいろいろな例があるのか。 

 峯畑:イスラエルではバイ・ドール法がないため、特許法で大学と会社の間の

知財に関して契約を結んでいる。特許法の扱いは大学ごとにかなり異なる。ヘ

ブライ大学のワイツマン研究所は非常に厳格に研究者の知財について取り決

めていると聞く。よって Mobileye は個別の事例といえるだろう。 
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2.3 セッション２  英国のスタートアップ支援制度について 

2.3.1 津田憂子（TSUDA Yuko） JST/CRDS 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発表内容： 

以下の資料に基づいて、説明がなされた。 
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【質疑応答】 

 高副研究員：REF（研究者の評価）の社会的貢献 20％というのはどのような評価指標に

なっているか？ 

 津田：REF は 7 年に 1 回の評価プログラム。ピアレビューで量的な審査が行われる。

研究者が自身の活動を報告し、それを REF 審査委員会（36 の部会）が審査するの

で、7 年に 1 回程度しかできない大規模なもの。 

 林上席：REF は直接スタートアップの支援に関係がある評価システムではない。英

国は研究への助成が運営費交付金と競争的資金がある。この運営費交付金も研究

やイノベーションの成果を評価して反映しようという試みが REF。思いのほか、研究

パフォーマンスの評価に差がついたので、社会貢献の評価＝研究成果の社会応用

が研究者のモチベーションとなっているのではないか、という津田 F の仮説だと認

識。 

 趙研究員：米国では Small Business への支援があるが、英国でも中小企業を支援してい

る省庁はあるのか。 

 津田：ビジネスエネルギー産業戦略省がある。ここの下のエージェンシーがあるかも

しれないが、現在知見がないので、調べることにする。ちなみに InnovateUK は同省

のファンディングを担っている。 

 程主任：ARM は政府からの支援を受けていたのか？ 

 津田：ARM 誕生の土壌（環境整備）は政府が作ったものの、実質出資をしたのは民

間企業であるので、これは民間型のスタートアップと認識している。 

 周：大学に技術移転部門があるというが、移転先は？ 

 津田：英国にこだわらず、世界中の企業が対象。 

 林上席：競争力があるかどうかは別にして産業はあるので、英国内でも技術移転は

起こっている。Made in UK という政策で製造業の回帰を図っているので、国内での

技術移転を促進している。 
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2.3.2 高  芳（GAO Fang） ISTIC 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表内容： 

以下の資料に基づいて、説明がなされた。 
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【質疑応答】 

 津田： AI の研究開発において英国にユニークな動向があるというのがスタートアップ調

査のきっかけだったとの説明。高副研究員の分析を聞かせて欲しい。 

 高副研究員：世界 AI 研究トップ 10 で、英国の大学から４校がランクインしている。英

国の大学の研究者の多くが研究室から起業して世界に影響を与えている。特に

DeepMind（オックスフォード大）のインパクトは大きい。 

 高副研究員：すでにアルファ碁の第 2 世代が出現しているが、これを支えているの

が数学の基礎研究。AI では、処理能力というハードの要素とアルゴリズムの構築と

いうソフト要素が発展を支えているが、イギリスでは、数学の研究レベルが高くアル

ゴリズムを構築できる人材が多い。 

 津田：大学の知財がなかなか産業化されない、という問題を英国も抱えている。政府によ

るアーリーステージの支援制度が充実しているという説明だったが、産業化が上手くいか

ないことの分析は？ 

 高副研究員：英国は一人当たりの特許数は米日独についで 4 位だが、産業への橋

渡しが盛んではない。700 を超えるスタートアップ支援制度がありながら、まだまだ試

行錯誤中で上手くいっていないという理解。 

 津田：カタパルトプログラムでは高付加価値製造業から出ているスタートアップを成功例

としてあげている。デジタルや未来都市など起業と親和性の高い分野ではスタートアップ

が出ているが、カタパルトプログラム全体として成功しているとするのは少し乱暴ではない

か。カタパルトプログラムの第一目標は中小企業の参加であるので、スタートアップはあく

まで副産物では？ 

 高副研究員：コメントの通り、スタートアップに向いたところと向かないカタパルト拠点

がある。 

 林上席：調査手法を聞かせて欲しい。 

 高副研究員：先行研究、文献調査、以前駐在した人物への聞き取り調査。 
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2.4 セッション３  EU、フランスのスタートアップ支援制度について 

2.4.1 八木岡しおり（YAGIOKA Shiori） JST/CRDS 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表内容： 

以下の資料に基づいて、説明がなされた。 
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【質疑応答】 

 趙研究員：INSEE の組織概要、失業率に含まれる年齢層について 

 八木岡 F：INSEE は Institut national de la statistique et des études économiques の

略称。フランスの大学は 4 年生と決まっているわけではない。起業する年齢に関し

ては在学中の起業もある。 

 林上席：在学中の学生はこの失業の中には含まれないのではないか。 

 趙研究員：フランスでは、コンテストを主催する組織や、創業支援局といったものがあると

聞いたがどうか。 

 八木岡 F：とくに公的な機関のシーズにおいてのサポートは SATT に一元化されて

いる。移転する機関は逆に数多く存在する。支援機関も多いため、起業するスター

トアップが迷う状況にあるといわれている。 

 高研究員：質問は二つ。一つは、最後のスライドにあるコワーキングスペースについてだ

が、この規模のスペースのものは他にもあるのか。もう一つは、社会保障制度を充実させ

ることにより、学生のただ乗りのような状況（名目上起業しつつ優遇政策を悪用）は発生し

ないのか。 

 八木岡 F：一つ目の質問に対して。この規模では初めての大きさで、大々的に宣伝

された。ただ、小規模のものはフランス中にインキュベーション施設としてすでに存

在する。 

 八木岡 F：二つ目の質問に対して。きちんと口頭試問（面接）を行い、選抜で落とす

ことがなされているため、ただ乗り防止となっている。  

 林上席：スライドの 2 ページ目。右のグラフは衝撃的な内容と思われる。赤線（industry）

が 10 年でかなり下がり、建設が現状維持という状況が本当であれば、大失業率が起こっ

ているはず。この状況と最後のスライドの失業率が全く合っていない。赤線がなぜこれほ

ど下がっているのか。 

 八木岡 F：研究開発費が製造業とリンクする部分が大きい。そのトレンドを顕著に示

すものとして右のグラフを上げた。赤線の下がりの受け皿として、第三次産業が保た

れているのではないかと思料する。 

 林上席：グラフについては注意して引用したほうがよい。 
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2.4.2 烏雲其其格（WUYUNQIQIGE） ISTIC 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表内容： 

以下の資料に基づいて、説明がなされた。 
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【質疑応答】 

 津田 F：EUの政策と参加国の政策は連動しているか？ 

 烏雲研究員：EU としてはいろいろな政策があり、各国と連動するのは難しい。 

 津田 F：参加国のスタートアップの取り組みのレベルにばらつきがあるが、どうし

ているのか？ 

 烏雲研究員：大きな差があるので、統一することは困難。一番の課題は、問題

は国として取り組みたくないという国があるということ。 

 林上席：EU の場合は 3 カ国が一緒にならないと資金がもらえないなどの決まりが

あるが、そのあたりはどうなっているのか？ 

 烏雲研究員：研究費の場合は多国籍でないと資金が出ないが、スタートアップ

の資金に関してはどうしているかわからない。 

 林上席：ヨーロピアン・ストラクチャー・ファンドは、遅れている国を助けるもの

ではないか。 

 烏雲研究員：ハンガリーでは、EUから受給した資金を SU に分散する。 

 澤田 F：ドイツの例を挙げると、EIT ハブでは、ヨーロッパ各地の人が来て起業し

ているが、ここで起業した人に対しては資金が支払われる。 

 烏雲研究員：ただ、これらの資金は研究資金なのか創業資金なのかは不明であ

る。 

 林上席：エラスムスのプログラムも同様ではないか。EU 各国が SU に出資する割合

は、研究費の割合と同様か。 

 烏雲研究員：そのあたりは、もう少し調べてみたい。 

 津田 F：EU の基金をポーランドが一番もらっている。そのお金を国内の SU支

援のために使用する。 
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セッション４  ドイツ、韓国のスタートアップ支援制度について 

2.4.3 澤田朋子（SAWADA Tomoko） JST/CRDS 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表内容： 

以下の資料に基づいて、説明がなされた。 
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【質疑応答】 

 趙研究員：ドイツではイノベーションは大企業の中で起きているか。中小気企業の

割合は？ 

 澤田 F：イノベーションは大企業か？ドイツ人の回答で中小企業から、とのコ

メントだが、実際は BMW などの大企業からだと思われる。ドイツの中小企業の

割合は 98％。 

 趙研究員：中国でもいろいろ議論ある。中小企業は活力あるが、大企業からイ

ノベーションは起きていると思う。  

 趙研究員：写真はすべて男性ですね。 

 澤田 F：工学部女性２割をきり。大学初女性起業化は１割程度。 

 津田 F：起業のインセンティブは何か？という議論が当初あったが。ドイツの例を

見ると経済的理由がインセンティブとなりそうだが？（失業率、経済不況？） 

 澤田 F：ドイツには今そのインセンティブはない。文学部でもシーメンス

（Siemens）に就職できるくらい、売り手市場である。ミュンヘン工科大学で

の取り組み。大学の中で成績・能力の高い学生に起業させるような啓蒙活動を

やっている。E・マスクのスペース Xでのリニアモーターカーでのコンペをや

った。（ハイパーループ）。MIT の学生が参加して優勝した。ドイツのレベルの

高い学生を示すよい例となった。こういった試みを推奨している。トップの人
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たちをどのようにスタートアップにかかわらせることができるかがキーとの

こと。 

 高副研究員：ドイツ国内でのコンペは？ 

 澤田 F：ドイツ国内でのコンペを行うメリットは国内でお金をもらえることだ

が、支援はすでに十分にあるのであまり必要がなく、コンペも少ない。 

 程主任：IMMUNIC AG の事例。州政府からの支援の具体的内容は？ 

 澤田 F：州政府は、ITとバイオとには直接出資している。それも強いインセン

ティブになっていると思われる。ほかの州でも同様な直接・間接的サポートは

ある。 

 王副研究員：チーム結成の信頼関係はどうやって？ 

 澤田 F：テックトランスファーの準備期間１８ヶ月の間に信頼関係を構築した。 

 澤田 F：もうひとつ別の事例：４人で始めたが、途中（起業時）で人数が減る

こともある。 
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2.4.4 王  玲（WANG Ling） ISTIC 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表内容： 

以下の資料に基づいて、説明がなされた。 
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Source: D.CAMP Official Web Page（https://dcamp.kr/） 

Source: Maru180 Official Web Page （https://maru180.com/） 
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【質疑応答】 

周 F：韓国のスタートアップ教育は中国を意識しているか？ 

 王副研究員：中国に韓国留学生が多い。教育面でも経済でも影響は大きいと思

う。 

 峯畑 F：どんな国から M&A があるか？ 

 王副研究員：統計資料からは研究開発型は多くなく、飲食業が多い傾向にある

ので、M&A は盛んではない。 

 冨田 F：どこの国のモデルを真似しようとしているか。またメンターは大勢いる

か？ 

 王副研究員：米国モデルを参考にしていると思う。 

 王副研究員：オンラインで 3000 名の企業 OB のリストにアクセスできる（無

料）。 

 林上席：よくまとまった発表でした。３年前まで韓国をウォッチしていた。その観

点から５番のサマリーはよくまとまっていた。大統領制でしかも５年任期なので

後継者が前任者の政策からできるだけ新しいことをしようとするので、指摘・分析

は正しいと思う。日本からすればよい面とも見える。日本は行政が強く政権かわっ

ても政策がかわらないので、新しい施策が行われない傾向がある。中小企業が少な

いのもそのとおり。従来大企業を支援し強化することが国力を強くすることだっ
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た。サムソン・LG などの部品供給会社は日本や中国に求められ、韓国の中企業が

育たない面があった。大学卒業生は卒業後できるだけ大企業へ職をもとめ浪人す

る場合すらある。どうやって調べたか。ISTIC は吉林省に近く吉林省でも韓国を見

ていると思うので。新しい政権は大企業を好きでない、むしろ叩いている。これに

ついてどう思うか？ 

 王副研究員：吉林省では韓国をウォッチしている。ISTIC は吉林省と近く吉林

省では朝鮮語がわかる方がいるので情報をいただいた。また OECD のデータベ

ース（英語）を使用した。韓国大使館からも情報をいただいた。 
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セッション５  中国、日本のスタートアップ支援制度ついて 

2.4.5 程 如煙（CHENG Ruyan） ISTIC 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表内容： 

以下の資料に基づいて、説明がなされた。 
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Source:「大衆創業万衆創新」Policy Official Web-Site 
 http://www.gov.cn/zhengce/zhuti/shuangchuang/index.htm  
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【質疑応答】 
 林上席：大変包括的に情報提供いただいた。特に深センについては大変参考になる。 

 津田 F：スタートアップが活発になりつつあるというご説明であったが、大学の役

割はどのような状況であるのか？特に北京大学、清華大学などについてお伺いし

たい。 

 程主任：これらの大学は起業教育制度や休学期間を利用した制度も設けてい

る。しかし、起業率は必ずしも高いわけではない。 

 八木岡 F：Royole 企業については急成長を遂げているということであるが、シーズ

技術から商業化を目指す際に、どのような資金的支援を調達することが可能であ

ったのか？ 

 程主任：技術については、米国留学組の成果が多い。起業の場所は深センであ

る点も重要であった。当地の場合は、技術実証について、地方政府からの幅広

い支援を行うことが可能となる。毎年、平均約 3 億円規模の資金を得られたこ

とは決定的に重要であった。深センのハイテクパークにおいては、企業・VC・

政府の支援部門も設置されている。本パークに参加するには申請・評価を得た

後、活動が可能となる。深セン市政府の投資もあるが、政府の起業資金は全体

の 3%である。規模としては小さいが、政府のお墨付きを与える点でその他の

外部資金を調達する基盤となる。分野については、電子装置の取り組みが重要

視されている。海外に出た中国人を呼び戻す目的がある。 

 林上席：深センの市政府関係者は、日本からの調査訪問を受け入れることは可能

か？ 

 程主任：可能性はある。 

 冨田 F:外国人の中国における起業数はどのような状況であるのか？スタートアッ

プバウチャーの発行についてはどの機関が行っているのか？また、大学知財の評

価についてはどうか？ 

 程主任：中国人帰国留学生による起業について、2006 年から 2014 年までのデ

ータについては、起業の中で帰国留学生の割合は 4.9%であるが、2015 年以降

であれば、76.4%と圧倒的に、海外留学組の起業割合が多い。外国人について

は、近年始まったばかりの取り組みであるため、必ずしもまだ十分な成果は確

認できていない。技術評価については、政府の地財局が行っている。 

 澤田 F：中国のスタートアップは数が増えているという印象があるが、中央・地方

政府含め、公的な取り組みの重要性はどの程度あるとお考えか？また、ICT 分野で

のスタートアップが盛んな理由は何か？ 

 程主任：中国政府の役割は大きい。2015 年の基本政策が作成されたことで、

スタートアップを支援するキャンペンが国家的に行われた事は、国民の意識

変容という点で、政策的にきわめて重要であった。また、民間の取り組みとし
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てはユニコーンが発生することで、一般的な関心の高まりにもつながった。学

生について、親の世代が裕福になりつつあるため、就職に躍起になるよりは自

身が希望する職業を模索する傾向が進んでいると考える。これらもスタート

アップの背景としては重要ではないかと考える。教育に独創的な学習を推進

する仕掛けが組み込まれてきた点も重要である。 

 趙研究員：起業家教育や大学内資金援助、教育現場の雰囲気も変わってきてい

る。 

 高副研究員：中国全体でもともと ICT 分野が強かったわけではない。ただし、

近年ソフトウェア、CPU/GPU について急速な発展を遂げてきた。2008 年頃から

10 大プロジェクトが開始され、これに関する政府の評価も高かった、モバイ

ル技術・移動技術分野における重点化、また５G通信においても世界を牽引す

る技術がある。IC チップについても同様の傾向がうかがえる。大型公的投資

を受ける企業の事例も確認できる。 
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2.4.6 周 少丹（ZHOU Shaodan）JST/CRDS 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表内容： 

以下の資料に基づいて、説明がなされた。 



ワークショップ報告書 

JST/CRDS・中国科学技術信息研究所共催「主要国のスタートアップ支援制度」             

111 
 

 



ワークショップ報告書 

JST/CRDS・中国科学技術信息研究所共催「主要国のスタートアップ支援制度」             

112 
 

 



ワークショップ報告書 

JST/CRDS・中国科学技術信息研究所共催「主要国のスタートアップ支援制度」             

113 
 

 



ワークショップ報告書 

JST/CRDS・中国科学技術信息研究所共催「主要国のスタートアップ支援制度」             

114 
 

 



ワークショップ報告書 

JST/CRDS・中国科学技術信息研究所共催「主要国のスタートアップ支援制度」             

115 
 

 

 



ワークショップ報告書 

JST/CRDS・中国科学技術信息研究所共催「主要国のスタートアップ支援制度」             

116 
 

【質疑応答】 

 高副研究員：日本の環境を伺うと中国とは大きく異なる印象を受ける。日本の場合

は、各省が個別に取り組みを進めている印象を受けるが、政府全体の取り組みはど

のような状況になっているのか？ 

 林上席：スタートアップ支援については、各省が積極的に現在公的支援のあり

方を検討・実施中である。今後、省庁横断的な調整努力が必要になると考える。 

 津田 F:起業支援という事例では、経済産業省が中核的な取り組みを進めてい

ると考える。これまでシーズレベルから、商業化まで広く支援が行われてきた。

文部科学省では、人材育成に関する取り組みを中心に公的な支援が進められ

ている。また、JST の事例としては研究開発型スタートアップのプロジェクト

が多く実施されている。SUCCES や START プログラムはこれらに該当する。 

 烏雲研究員：日本では、博士研究者の就職難の問題があるが、EDGE プログラムな

どでは、博士研究者の起業について、どの程度認識されているのか？ 

 澤田 F:EDGE や EDGE ネクストは博士研究者も含めて、広く研究開発型のスタ

ートアップ支援を行っている状況である。 

 王副研究員：日本のスタートアップについては、誰が起業をしているのか？ 

 津田 F:若手、もしくはシニア研究者が中心となるもの、企業の研究開発担当

者が独立する事例など多岐にわたる。経営者を務める技術者もいれば、人材マ

ッチングをつうじてとりくみを進める事例もある。 

 趙研究員：大学発スタートアップが 2000 年代初頭から急速に増えた時期があった

印象を受ける。ただし近年若干数が減少している印象を受ける。今後の見込みはど

うか？ 

 津田 F：急速な増加は見込めないのではないか？数が増えることと、エコシス

テム全体が成長することは異なる。 

 林上席：終戦直後から高度成長にかけて多くの創造的なものづくり企業が成

長してきた。21 世紀に入るまでは多くの成果を挙げてきた。ただし、米国の

IT 分野の成長、中国の規模を強みとした経済成長、このような環境変化への

対応を迫られている状況である。そうなった場合、社会システム全体を大きく

変革していく必要性が発生する。深センなどの事例を確認すると、日本は後塵

を拝している印象を受ける。中国から学ぶことも多いと考える。 

 高副研究員：林上席ご指摘のとおりである。日本の新たな成長が必要であると考え

る。イノベーションという意味では、国連では 4月 21日をイノベーションの日に

位置づけたようである。日本政府の取り組みはいかがであるか？ 

 林上席:経済産業省などは国連のとりくみについて積極的に観察していた可

能性がある。 
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2.5 総評･閉会挨拶 

 程主任：今回、スタートアップというテーマ選択は非常に良かったと感じている。発表

を通じて主要国のスタートアップの政策と事例を比較することができた。中国側はマ

クロ的に政策を網羅し、日本側は事例や現地調査を踏まえた発表であった。感想として

次の 3点を述べたい。1点目はスタートアップの役割の重要性についてである。エコシ

ステムの観点から考えた場合、例えば企業全体を森とみれば大きな木もあれば小さな

種も必要である。スタートアップは後者。現在、世界の状況は急激に変化しているが、

大企業では政策の舵取りが迅速にできないことが少なくない。そこで機敏性の高いス

タートアップを取り込むことで、政策における方向転換を可能にし、変化する世の中に

対応できるようになる。2点目は、このエコシステムの中には様々な要素が入っており、

土壌全体を改善することが大事であるという点を指摘したい。これら要素の一つであ

る政府はその役割を明確に果たさなければならない。政府の役割としては、例えば全体

の統括、アーリー段階における呼び水的な資金の投入、人材育成といった点が挙げられ

る。また、政府が資金を出した場合でも、その管理は民間に委ねるべきと考える。3点

目として、スタートアップを促進するために規制緩和も重要であるという点を挙げた

い。既存の制度ではスタートアップに向かない場合もあり、起業のやりやすい環境を構

築していくことが重要である。メディアを利用し宣伝することで起業意識を高めるこ

とも可能である。制度の成果については中国ではまだ評価できない段階だが、将来的に

は評価の必要も出てくる。最後に改めて、今回のワークショップの発表者全員に対し、

感謝の意を表したい。 

 林上席：最初に、今回のテーマの選び方が非常にタイムリーなものであった点を言いた

い。日本側および中国側のプレゼンテーションはいずれも素晴らしいものだった。特に

程主任の中国の起業の現状に関する発表については非常に興味深く拝聴した。日本は

スタートアップや起業への関心が高いものの、なかなか進まない状況にある。その中で、

中国は深センを中心にものすごい勢いで進んでいると理解していが、今回それを実際

に発表で聞けてよかった。改めて、実際に資料を準備された方々全員の努力に敬意を表

したい。質疑応答に関しては、最初のころは硬さが若干あったようだったが、後半に向

けて活発な議論が行われたように思う。その意味で、日本、中国以外のさまざまな国の

スタートアップについての理解が深まったと思料する。このワークショップは今年 7回

目を迎え毎年のイベントとなっているが、今回改めて重要なワークショップであるこ

とを実感した。「継続は力なり」という諺があるが、ぜひ来年以降も続けていくことを

お願いしたい。日程、テーマ、場所等については今後双方で相談しながら決めていきた

い。 
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